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研 究

山村留学が子どもの心理状態に及ぼす効果

一自尊感情と抑うつ度の年間変化一

山下　稔哉1），林 隆2）

，擁　　綴／fft／tS　・　　　’／，t ’耀 胤鰯’　　　畷，， ．蛍

〔論文要旨〕

　山村留学に参加した小学生（n－！1）を対象に自尊感情と抑うつ度の年間変化を調査した。自尊感情尺度得点は，

留学開始時の得点が全体平均より低い者（低自尊感情群）では留学終了時に上昇傾向を，高い者（高自尊感情群）

では低下傾向を示した。抑うつ尺度得点は，留学開始時に対して終了時に，高自尊感情群で上昇傾向を，低自尊感

情群で低下傾向を示した。山村留学が子どもの心理状態に及ぼす効果には，自尊感情が低く抑うつ度が高い子ども

の自尊感情を上げて，自信を回復させる上方修正効果と，自尊感情が高く遵うつ度が低い子どもの過剰な自尊感情

を下げて，自分らしさを回復させる下方修正効果があると考えた。

Key　words＝山村留学，自尊感情，抑うつ，心理的健康小学生

1．はじめに

　山村留学とは，都市部の子どもが農山村に住民票を

移して一定期間定住し，地元の子どもとともに学び遊

ぶ経験を日常生活の中で行うものである1）。山村留学

の主な目的として，都市部では失われがちな豊かな生

活体験：や人間関係に触れる経験を通して，子どもの自

立心や協調性を養うことがあげられる。このため山村

留学の研究は，これまで主として子どもへの教育的効

果2・3）に着目する立場から行われてきた。

　これに対して筆者らは，従来から注目されながら学

術的にとりあげられることが少なかった，子どもの心

理状態に及ぼす効果に着目して，心理学および精神保

健の観点から山村留学の研究を行っている4）。山村留

学の指導者や留学生の保護者の間では，山村留学する

ことで子どもが心理的に安定するケースが多く認めら

れることが経験的に知られている5）。近年は，都市部

でいじめや不登校を経験した子どもが，対人関係の苦

手さや学校への適応の困難などの課題を解決するため

に山村留学を選択するケースが増えている6）。このよ

うな傾向は，山村留学が子どもの心理的安定に及ぼす

効果への関心が高まっていることを示しており，その

仕組みを実証的に明らかにすることは，子どもの心の

健康を考えるうえで意義があると考えた。

　心理的健康は自己認知と密接に関連することが知ら

れている7・　8）。なかでも自尊感情は，人間としての包

括的な価値に関わる最も基本的な自己認知であり，購

うつ度と高い負の相関を示すことから，心理的健康度

を評価するうえで重要である9）。本研究では，山村留

学生の自尊感情と抑うつ度に注目して年間を通した調

査を行い，子どもの心理状態に及ぼす山村留学の効果

について検討した。
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1．対　象

　！5万人規模の市の北部山間地に位置するA町（人口

約1，200人）で行われている山村留学に20XX年度の

1年間参加した小学4～6年生の児童11名を対象にし

た。学年と男女の内訳は，4年忌1名（女子1），5

年生6名（男子4，女子2），6年生4名（男子4）

であった。

　A町は小規模の小学校（本校1校，分校1校）と中

学校（本校1校）を有し，1980年代後半より自治体の

公的事業として山村留学を行っている。子どもたちは

町の中心部の山村留学センターに寄宿して，寝食を共

にしながら共同生活を行い，地元の学校に通う。毎日

の生活は規則的で，起床，就寝，食事，学習などの時

間が定められている。掃除洗濯，食事の配膳など基

本的な身の回りのことは子どもたちが自分で行う。所

長，次長，指導員（2名）の計4名が，交代しながら

24時間体制で，子どもたちの生活全般の指導とサポー

トを行っている。山村留学中も，春，夏，冬の長期の

休みは自宅に帰り，家族との生活を行う。

2．心理的健康度の評価

　20XX年度内に，第1回：5月（山村留学1か月），

第2回：7月（1学期末，山村留学4か月），第3回：

12月（2学期末，山村留学9か月），第4回：3月（年

度末，山村留学1年）の計4回，以下の質問紙を用い

て自尊感情と抑うつ度を評価した。

1）自尊感情の評価には児童用コンビテンス尺度10）の

　自己価値領域を用いた。自己価値は，ほぼ自尊感情

　に対応する11＞ことから，本論文では，この尺度で測

　定された自己価値を自尊感情とした。

2）抑うつ度の評価にはBirleson自己記入式抑うつ評

　価尺度DSRS－C12）を用いた。山村留学生は家族から

　離れて他の留学生と共同生活をしていることから，

　原尺度の質問項目13）『家族と話すのが好きだ』は，

　『みんなと話すのが好きだ』に改変して用いた。

3．『山村留学開始時の自分』と『山村留学終了時（現在）

　の自分』に対する子ども自身による評価

　子ども自身が自らの状態変化について自覚的にどう

評価しているかを知るために，1年間の山村留学を終

えた子どもに，『山村留学終了時（現在）の自5N］』と，
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1年前の『山村留学開始時の自分』について評価させ，

両者を比較した。具体的には，山村留学終了時に，山

村留学開始時と終了時の自分に，それぞれ100点満点

で点数をつけるよう求めた。いずれも0～100点の間

で10点刻みの点数から1つを選択させた。

4．対照群

　A町と同県内の，4万人規模の市の周縁部に位置す

るB町（人口約7，000人）にある小規模小学校に在籍

する全児童9名（いずれも自宅から通学）を対象に，

自尊感情と抑うつ度について，山村留学生と同様の調

査を行い対照群とした。対照群の学年と男女の内訳は，

4年生3名（男子2，女子1），5年生2名（男子1，

女子1），6年生4名（男子4）であった。

5．統計処理

　平均値の比較は，対応のある2群のt検定により

行った。統計解析にはSPSSI2．OJを用い，　P＜0．05

を有意差あり，p＜0．10を傾向ありとした。

6．倫理的配慮

　調査研究にあたっては，対象児と保護i者にその主旨

と目的について口頭で説明し，理解と同意を得た。プ

ライバシー保護のため，対象児が山村留学に至った経

緯については記載しないこととした。

皿．結 果

1．山村留学生全員を対象にした解析

1）自尊感情

　山村留学生全員の自尊感情得点の平均値は，第1回

と比べてその後の回が低い値を示したが，いずれも統

計上の有意差を認めなかった。

2）抑うつ度

　山村留学生全員のDSRS－C得点の平均値は，第1

回と比べてその後の回が高い値を示したが，いずれも

統計上の有意差を認めなかった。

2．山村留学生を2群に分けて行った解析

1）高自尊感情群と低自尊感情群における自尊感情得点の

　年間変化

　山村留学生の素データを検討した結果，第1回測定

時の自尊感情得点が高い者と低い者では，その後の回

の得点が異なる変化の仕方をする傾向を認めた。この
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ため，山村留学生を，第1回測定時の自尊感情得点が

その回の全体平均（23．55）よりも高い者（高自尊感

情群：n＝6）と低い者（低自尊感情群：n＝5）に

分け，それぞれの群で第1回とその後の回の自尊感情

得点の平均値を比較した。結果を図1に示す。高自尊

感情群の平均値は，第1回に対して第4回で低下傾向

を示した。低自尊感情群の平均値は，第1回に対して

第4回で上昇傾向を示した。

2）高自尊感情群と低自尊感情群における抑うつ度

　（DSRS－C得点）の年間変化

　高自尊感情群と低自尊感情群それぞれで，第1回と

その後の回のDSRS－C得点の平均値を比較した結果

を図2に示す。高自尊感情群のDSRS－C得点の平均

値は，第1回に対して第4回で上昇傾向を示した。低

自尊感情群のDSRS－C得点の平均値は，第1回に対

して第4回で低下傾向を示した。

3．対照群

　対照群とした在宅通学生について，山村留学生と同

様の検討を行った。全員を対象にした解析では，第1

回とその後の回で，自尊感情得点およびDSRS－C得

点の平均値に，統計上の有意差を認めなかった。

　2群に分けて行った解析では，自尊感情得点の平均

値は，高自尊感情群（n＝4），低自尊感情群（n＝5）
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■高自尊感情群（n＝6）

□低自尊感情群（n　＝＝5）

第1回　第2回　第3回　第4回
（5月）　（7月）　（12月）　（3月）

　　図1　山村留学生の自尊感情得点の年間変化

　高自尊感情群（第1回測定時に自尊感情得点が全体平

均より高い群：n＝6）は，第1回に対して第4回の得

点が低下傾向（p＝0．056）を示した。低自尊感情群（第

1回測定時に自尊感情得点が全体平均より低い群：n＝

5）は，第1回に対して第4回の得点が上昇傾向（p＝

0．070）を示した。◆は桜井10）による小学5・6年生（n

＝424）の自尊感情得点の平均値24．44±6，34を示す。
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■高自尊感情群（n＝6）

□低自尊感情群（n＝5）

　　o
　　　　　　　第1回　第2回　第3回　第4回
　　　　　　　（5月）　（7月）　（12月）　（3月）

図2　山村留学生の論うつ度（DSRS－C得点）の年間変化

　高自尊感情群（第1回測定時に自尊感情得点が全体よ

り高い群：n＝6）のDSRS－C得点は，第1回に対し

て第4回の得点が上昇傾向（p；0．089）を示した。低

自尊感情群（第1回測定時に自尊感情得点が全体平均よ

り低い群：n－5）のDSRS－C得点は，第1回に対し

て第4回の得点が低下傾向（p＝O．059）を示した。◆

は傳田ら13）による小学生（n＝2，175）のDSRS－C得点

の平均値7．98±5．03を示す。

とも第1回とその後の回の問に統計上の有意差を認め

なかった（図3－1）。DSRS－C得点の平均値は，高自

尊感情論では，第1回に対して第2回が有意に低い値

を示したものの，第1回と第3回，第1回と第4回の

間に統計上の有意差を認めなかった。低自尊感情群で

は，第1回とその後の回の間に統計上の有意差を認め

なかった（図3－2）。

4．『山村留学開始時の自分』と『山村留学終了時（現在）

　の自分』に対する子ども自身による評価

　山村留学終了時に，子ども自身が，1年前の『山村

留学開始時の自分』を振り返ってつけた点数（開始時

評点）と，『山村留学終了時（現在）の自分』につけ

た点数（終了時評点）を表1に示す。数値は一人一人

の子どもが個人的な実感に基づいて評定したものであ

るから，個人間比較（個人を超えた評点の意味づけ）

を行うことは適切ではないと考え，統計的な処理は行

わず，素データのまま，高自尊感情群と低自尊感情群

に分けて児童ごとに呈示した。

　高自尊感情群低自尊感情白いずれも，すべての子

どもで，開始時評点が終了時評点より低い得点であっ

た。すなわち，100点満点で自己評定した場合，どの

子どもも，1年前の『山村留学開始時の自分』を，『山
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■高自尊感情群（n＝4）

□低自尊感情群（n＝5）

第1回
（5月）

第2回
（7月）

第3回
（12月）

第4回
（3月）

　図3－1　在宅通学生の自尊感情得点の年間変化

　高自尊感情群（第1回測定時に自尊感情得点が全体平

均より高い群：n＝4），低自尊感情群（第1回測定時

に自尊感情得点が全体平均より低い群：n＝5）とも，

第1回とその後の回で自尊感情得点の平均値に有意差を

認めなかった。

表1　山村留学終了時に，山村留学生が，留学開始時（1

　　年前の振り返り）と終了時（現在）の自分に100点

　　満点でつけた点数

高自尊感情群（n＝6） 低自尊感情群（n＝5）

児童開始時評点終了時評点i児童開始時評点終了時評点
No。（振り返り）　（現在）　iNo．（振り返り）　（現在）

No．1　O
No．2　20
No．3　30
No．4　40
No．5　40
No．6　60

g8　li　Ng．・g　，8

66　IN61　g　g6
66　il　N61i一’o　46

70　iNo．11　50
86　1，

0
0
0
0
0

ρ
0
4
7
8
8
Q
ゾ注1）開始時評点：山村留学終了時に，それぞれの児童が1年

　　前を振り返って『山村留学開始時の自分』に与えた評価。

　　終了時評点：山村留学終了時にそれぞれの児童が『現在

　　の自分』に与えた評価。いずれも0～100点の間で10点刻

　　みの点数から1つを選択。

村留学終了時（現在）の自分』よりも低い点数で評価

していた。

N，考 察

　結果から，山村留学を経験することによる子どもの

自尊感情と抑うつ度の変化様式を，自尊感情による群

分けに基づいて以下の2つに整理することができる。

①低自尊感情群：年度初めに自尊感情が低く抑うつ

　度が高い者が，年度末には自尊感情を高め，抑うつ

　度を下げる。

②高自尊感情群：年度初めに自尊感情が高く抑うつ

小児保健研究
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牡鹿自尊感情群（n＝4）

□低自尊感情群（n＝5）

第2回
（7月）

第3回
（12月）

第4回
（3月）

図3－2　在宅通学生の担うつ度（DSRS－C得点）の年

　　　間変化

　高自尊感情群では，第1回に対して第2回のDSRS－C

得点の平均値が有意（p＝0、041）に低い値を示し，第

1回と第3回，第1回と第4回の間では有意差を認め

なかった。低自尊感情群では，第1回とその後の回で

DSRS－C得点の平均値に有意差を認めなかった。

　度が低い者が，年度末には自尊感情を下げ，抑うつ

　度を高める。

　集団の規模と年齢・性別がおおむね一致する在宅通

学生の対照群においては，第2回測定時（1学期末）

に高自尊感情群で抑うつ度の低下が認められたが，山

村留学生と同様の変化は認められなかった（図3－1，

図3－2）ことから，山村留学生に認めた上記2つの

自尊感情と抑うつ度の変化様式は，山村留学の効果を

反映したものであると考えられる。以下に，低自尊感

情群および高自尊感情群が示す心理状態の変化の意味

と背景について，それぞれ考察する。

1．低自尊感情群が示す心理状態の変化

　自尊感情得点は，第1回測定時に桜井10）の平均値を

大きく下回るのに対して，第4回測定時には上昇して

おり（図1），自尊感情からみた心理的健康度が平均

的な水準に近づく形で改善されていると考えられる。

DSRS－C得点は，第1回測定時に傳田ら13）の平均値を

大きく上回りcut　off値（16点）も超えているのに対し，

第4回測定時には低下しており（図2），抑うつ度か

ら見た心理的健康度が平均的な水準に近づく形で改善

されていると考えられる。山村留学終了時における『現

在の自分』と『山村留学開始時の自分』に対する評価

は，低自尊感情群の子ども全員で，終了時評点が開始
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時評点を上回った（表1）。このことは，子ども自身

が「1年前の山村留学開始時と比べて，現在の自分は

良くなっている」と実感していることを示していると

考えられる。

　以上のことから，山村留学開始時に自尊感情が低

かった子どもでは，山村留学を経験することを通して

自尊感情が高まり，抑うつ度が低下し，それに伴って

自分自身に対する自覚的かつ全体的な評価の向上が生

じていると考えられる。

2．高自尊感情群が示す心理状態の変化

　自尊感情得点は，第1回測定時には桜井10）の平均値

を大きく上回るのに対して，第4回測定時には同程度

の水準まで低下した（図1）。DSRS－C得点は，第1

回測定時には傳田ら13）の平均値を下回るのに対して，

第4回測定時には正常域内ではあるが上昇していた

（図2）。山村留学終了時における，『現在の自分』と『山

村留学開始時の自分』に対する評価は，高自尊感情群

の子ども全員で，終了時評点が開始時評点を上回った

（表1）。このことは，子ども自身が，「1年前の山村

留学開始時と比べて，現在の自分の方が良くなってい

る」と実感していることを示していると考えられる。

　以上のことから，山村留学開始時に自尊感情が高

かった子どもでは，山村留学を経験することを通して，

高かった自尊感情が平均レベルまで低下し，抑うつ度

が上昇したにもかかわらず，自覚的には自分自身に対

する全体的な評価の向上が生じていると考えられる。

　自尊感情には適応的なものと不適応的なものがあ

ることが報告されている14）。すなわち「他者に対し

て優越感を持つ」側面と，「他者との比較とは関係な

く，自分を価値ある存在ととらえる」側面があり15），

前者が外的規準に依存して不安定に上下するのに対し

て，後者は自分が自分らしくいられることで安定的に

維持されることから，前者の不適応性が論じられてい

る16）。高すぎる自尊感情をもつ者は，自分の失敗を無

視して他人のせいにする17），自尊感情が傷付くと怒り

や敵意を示す18）など，高い自尊感情の否定的側面も報

告されている。本研究の高自尊感情群において，自尊

感情が低下し，抑うつ度が上昇したにもかかわらず，

子ども自身が「自分は良くなっている」と感じている

理由として，山村留学した結果，他者との競争・比較

などの外的基準に基づく自尊感情が低下する一方，外

的基準に依存しない自尊感情とされる『本来あ自分
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らしさ（sense　of　authenticity）』14）が感じられ．るよう

になる内的変化が生じた可能性を指摘することができ

る。

3．山村留学の有する自尊感情を適切に調整する効果

　都市部でありがちな競争や周囲との比較に依存した

不安定な優越感から距離をおき，経験豊かな指導者の

もとで，仲間と寝食をともにし，協力し，楽しいこと

も苦しいことも共有しながら生活する山村留学は，子

どもたちがお互いをありのままに認め，自然な肯定的

配慮16）を提供し合うことを可能にする。こうした環境

のもとで，競争的関係ではなく温かな相互の信頼関係

によって結ばれながら，低すぎたり高すぎたりする自

尊感情が適切に調整されることによって，一人一人の

子どもの『本来の自分らしさ』が育まれ，山村留学を

経験する子どもの心理状態に好ましい変化が生じると

考えられる。

4．まとめ

　山村留学が子どもの心理状態に及ぼす効果には，自

尊感情と抑うつ度の変化様式に基づいて区別される2

つの効果が存在すると考えられる。

1）上方修正効果＝自尊感情が低く抑うつ度が高い子ど

　もに，家庭や地元の学校とは異なる環境や価値観を

　提供することで，低下していた自尊感情を向上させ，

　本来の自信や元気を回復させる。

2）下方修正効果：自尊感情が高く抑うつ度が低い子ど

　もに，家庭や地元の学校とは異なる環境や価値観を

　提供することで，過剰な自尊感情や頑張りから解放

　し，本来の自分らしさを回復させる。
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（Summary）

　We　evaluated　variations　in　the　level　of　self－esteem　and

depression　throughout　the　year　on　the　eleven　elementary

school　children　who　were　enrolled　in　a　rural－experience－

program．　The　group　named　“low　self’esteem”　with　the

scores　under　the　mean　value　at　the　initial　state　showed

a　tendency　to　raise　their　scores　at　the　final　stage　of　the

program．　Also　the　group　“high　self－esteem”　with　the

scores　over　the　mean　at　the　initial　state　showed　a　ten－

dency　to　lower　their　scores　at　the　final　stage．　The　scores

of　depression　showed　a　tendency　to　decrease　in　the　“low

self－esteem”　group　，　and　showed　a　tendency　to　increase

in　the　“high　self－esteem”　group，　The　effectiveness　intro－

duced　by　the　rural－experience－program　for　the　children

consists　of　two　components．　The　first　component　is　the

upward　effect　in　the　children　with　the　depressed　self－

esteem　and　the　second　one　is　the　downward　effect　in　the

children　with　exaggerated　high　levels　of　self－esteem．
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